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１ 調査事件  
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別紙のとおり  
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別紙 

 

第１ 調査事項 

若者定住に向けた子育て環境（保育）について  

 

第２ 調査理由及びその目的 

滝沢市総合計画後期基本計画に掲げる若者定住の実現、特にも子育て世代の定住には

安心して子どもを預けられる環境の整備が必要不可欠である。令和元年１０月からは保

育料無償化が始まり、保育の需要が更に高まっている。その一方で、保育の現場では近

年、保育士が不足し保育児童の受け入れ数を増やせないという事情を抱えている。 

このような状況から、子育て環境の整備を目的に保育施設における保育士確保の支援

方策について調査研究を行うものである。 

 

第３ 環境厚生常任委員会委員 

委員長  齋藤 明  

副委員長 藤原 治  

委員   遠藤 秀鬼、川口 清之、井上 仁、山谷 仁  

 

第４ 調査内容 

１ 調査経過（関連資料は別添） 

開催日等  内容  

令和２年６月１９日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

具体的な調査内容及びスケジュールを決定

した。 

令和２年７月１０日（金） 

担当課：健康福祉部児童福祉課  

【担当課の事務調査（資料１）】 

＜調査の目的＞ 

本市の待機児童及び保育士不足の実態を確

認することを目的に、担当課に対し説明聴取

を行った。 

＜調査の内容＞ 

・待機児童の実態について 

・保育士不足の実態について 

・若者定住に向けた施策について 

令和２年７月３０日（木） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

担当課の事務調査を踏まえ、課題や今後の

調査の方向性について協議した。 
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令和２年８月２０日（木） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

関係者意見聴取として、保育施設からの意

見聴取を実施することに決定した。 

令和２年８月２８日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

保育施設からの意見聴取の実施方法及び内

容について協議した。 

令和２年９月４日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

保育施設からの意見聴取の聞き取り事項に

ついて協議した。 

・保育士不足の現状 

・地元大学への保育士募集活動やＰＲの取組 

・保育士宿舎借り上げ支援事業 

・考えられる保育士確保の取組 

・待機児童対策 

令和２年９月１１日（金） 

場所：各法人事務所 

相手方： 

①社会福祉法人滝沢市保育協会 

 ３名 

 ②学校法人大釜学園 ２名 

 ③学校法人撫子学園 ５名 

 ④社会福祉法人鶴山記念会 

 ２名 

【関係者意見聴取（資料２）】 

＜意見聴取の目的＞ 

保育施設における保育士不足の現状及び保

育士確保の取組を確認することを目的に、保

育施設を運営する法人から意見聴取を行っ

た。 

令和２年９月１１日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

関係者意見聴取の聞き取り内容を確認し、

今後の調査方針について協議した。 
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令和２年１０月７日（水） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

課題を重点項目３点に絞り調査を進めるこ

とに決定し、それぞれの具体的な調査方法に

ついて協議した。 

・重点項目①：保育士確保のための支援事業 

・重点項目②：ニーズの多い地域への小規模 

保育施設の検討 

・重点項目③：保育施設のＩＣＴ化促進等 

令和２年１０月２０日（火） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

関係者意見聴取として、盛岡大学・盛岡大

学短期大学部からの意見聴取を実施すること

に決定した。 

令和２年１０月２７日（火） 

場所：盛岡大学 

相手方： 

①文学部児童教育学科 

学生４名、担当教員１名 

②短期大学部幼児教育科 

学生３名、担当教員１名 

【関係者意見聴取（資料３）】 

＜意見聴取の目的＞ 

保育士を志す学生の就職活動における視点

等を確認することを目的に、盛岡大学・盛岡

大学短期大学部から意見聴取を行った。 

令和２年１１月４日（水） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

関係者意見聴取の内容を確認し、課題とそ

の解決策について協議した。 

盛岡市への行政視察を実施することを決定

した。 

令和２年１１月１３日（金） 

場所：盛岡市役所 

視察先担当課： 

子ども未来部子育てあんしん課 

【行政視察（資料４）】 

＜視察の目的＞ 

保育所等待機児童対策の先進事例を調査研

究するため、待機児童数ゼロを実現している

盛岡市へ行政視察を行った。 

＜視察のテーマ＞ 

・保育所待機児童解消のための施策について 
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令和２年１１月２０日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

盛岡市への行政視察の内容を確認し、本市

の課題とその解決策について協議した。 

令和２年１１月２７日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

担当課の事務調査を実施することに決定し

た。 

令和２年１２月２日（水） 

担当課：健康福祉部児童福祉課 

【担当課の事務調査（資料５）】 

＜調査の目的＞ 

本市の待機児童対策として考えられる解決

策の現状を確認することを目的に、担当課に

対し説明聴取を行った。 

＜調査の内容＞ 

・保育士確保のための支援事業 

・ニーズの多い地域への小規模保育施設の 

検討 

・保育施設のＩＣＴ化促進 

令和２年１２月１１日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

担当課の事務調査の内容を確認し、課題と

その解決策について協議を行った。 

これまでの調査を踏まえ、調査報告の内容

を協議した。 

令和３年１月１５日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

これまでの調査を踏まえ、調査報告の内容

を協議した。 

令和３年１月２９日（金） 【委員会内協議】 

＜協議の概要＞ 

これまでの調査を踏まえ、調査報告の内容

を協議した。 
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 ２ 特記事項 

（１）担当課の事務調査【令和２年７月１０日（金）】 

   ア 待機児童の状況 

 Ｈ27.4 Ｈ28.4 Ｈ29.4 Ｈ30.4 Ｈ31.4 Ｒ2.4 

入所保留数 ４３  ８７ ９９ ９４ １１４ １０１ 

待機児童数 １ １６ ２７ ２７ ３５ １３ 

(隠れ待機児童) (４２) (７１) (７２) (６７) (７９) (８８) 

イ 本市における保育士確保支援事業 

 
支援事業 

実施 

状況 
内容 

１ 保育士宿舎借り上げ支援事業 〇 
宿舎借り上げにかかる費用の３ /４を補助  

上限額 一人一月当たり４１，２５０円 

２ 奨学金返還支援補助事業 × － 

３ 若手保育士等処遇改善事業 × － 

 

（２）保育施設運営法人からの意見聴取【令和２年９月１１日（金）】 

ア 保育士宿舎借り上げ 

 法人名 実施の有無 現状と課題 

１ 滝沢市保育協会 〇 

・市が単年度予算のため新年度の求人票に謳

えない。 

・精算が年度を超えるため、法人側の立替負

担が大きい。（対象者一人当たり約５０万

円） 

２ 大釜学園 × 
・生活の便を理由として盛岡市に居住する傾

向があり、住所要件が課題 

３ 撫子学園 〇 

・市が単年度予算のため新年度の求人票に謳

えない。 

・保育士確保対策について、同種制度の導入

の際は、広域調整を行うべき。隣接自治体の

制度の相違が各般にわたる混乱をきたしてい

る現状について改善を図るべき。 

・滝沢市と盛岡市で保育施設を運営している

が、滝沢市の住所要件が厳格なため採用及び

人事配置上の制約となっている。（盛岡市は

住所要件が柔軟） 

４ 鶴山記念会 〇 
・Ｒ１年度２名、Ｒ２年度４名利用 

・市内に一人暮らし向けの物件が少ない。 
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イ 奨学金返還補助 

 法人名 実施の有無 現状と課題 

１ 滝沢市保育協会 〇 

・法人で独自に実施 

（月１０千円、最長５年） 

・盛岡市では補助があるが滝沢市には無い。 

２ 大釜学園 × 
・学生からの要望があるため、補助を実行し

てほしい。 

３ 撫子学園 × 

・盛岡市では補助があるが滝沢市には無い 

・滝沢市と盛岡市で保育施設を運営している

が、自治体間で制度の乖離があるため採用及

び人事配置上の制約となっている。 

４ 鶴山記念会 〇 

・法人で独自に実施 

（月７千円、最長５年） 

・盛岡市では補助があるが滝沢市には無い。 

 

ウ 若手保育士等処遇改善 

 法人名 実施の有無 現状と課題 

１ 滝沢市保育協会 × － 

２ 大釜学園 × － 

３ 撫子学園 〇 

・法人で独自に実施 

（月５千円上乗せ） 

・盛岡市では補助があるが滝沢市には無い。 

４ 鶴山記念会 × － 

 

   エ その他 

     以下のことについて要望があった。 

・市主催による保育施設見学バスツアーの実施 

・ＩＣＴ化促進のための補助金 

 

（３）盛岡大学からの意見聴取【令和２年１０月２７日（火）】 

ア 意見聴取先 

（ア）文学部児童教育学科 学生４名及び担当教員１名 

（イ）短期大学部幼児教育科 学生３名及び担当教員１名  

イ 聴取結果 

 ・就職活動をする学生の視点において、保育士確保のための支援制度は最低限の

条件となっており、近隣自治体と同様の条件整備の必要。 

 ・実際の職場環境を確認し納得した上で就職先を決めたいという声が多かった。 

 ・地元（出身地）よりも大学近隣への就職を希望する声が多かった。 
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（４）行政視察【令和２年１１月１３日（金）】 

ア 視察先 

岩手県盛岡市 

   イ 盛岡市における待機児童対策の取組 

   （ア）保育士確保支援 

 支援事業 内容 

１ 
保育士宿舎借上げ支援事業 

（国庫補助活用事業） 

保育所等の事業者が保育士用のアパート等を借

り上げる費用の一部を補助するもの。月額５５千

円を基準額の上限とし、3/4 以内の額を補助す

る。※対象保育士の住所は盛岡市外でも可 

 

≪Ｒ１年度実績≫ 

対象数１１０名 交付契約額４１，２９６千円 

２ 
保育士奨学金返還支援 

（市単独補助事業） 

保育士の資格を取得する前に奨学金を受給し現

在返還を行っている保育士のうち、特に経済的負

担が大きいと見込まれる若手保育士を対象に返還

費用の一部を補助。補助金額は返還月額の 1/2。

ただし１月あたり７千円を補助の上限とする。 

 

≪Ｒ１年度実績≫ 

対象数１３１名 交付契約額７，００３千円 

３ 
若手保育士等処遇改善事業 

（市単独補助事業） 

採用から間もない保育士を中心に経済的負担を

軽減するため、処遇改善加算の対象ではない経験

年数３年未満の保育士を対象に処遇改善を行う法

人に対し、月額費用５千円以内の 3/4 を補助 

 

≪Ｒ１年度実績≫ 

対象数１１９名 交付契約額５，２０５千円 

 

（イ）小規模保育事業所の開設 

開設時の主体 
Ｈ30 

補助実績 

Ｒ1 

補助実績 
特徴 

市主導 ２園 ３園 
市が指定する遊休物件を活用（公募型プ

ロポーザル） 

事業者主体 １園 １園 

事業者から事業所開設の希望を受け、補

助対象として適切と認められた事業者に対

し補助 
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第５ 考察 

本市の保育に関する子育て環境は、待機児童が解消されない状況が続いている。その

要因の一つである「保育士の確保」は、その改善と密接に関連している。また、このこ

とは、本市の重要な政策の柱である「若者定住」につながる。  

一方、保育士を目指す若者は、その職場環境に注目し、隣都盛岡市の保育施設の待遇

がその就職先の選定に大きく影響している。  

このことから、保育士確保のため、以下の取組が重点課題であると考える。併せて、

待機児童の解消に向けた小規模保育事業所の開設も必要と考える。  

 

１ 保育士確保のための支援策  

（１）保育士宿舎借り上げ支援事業の充実  

保育事業者に対し、保育士用のアパート等を借り上げる費用の一部補助を令和元

年度から本市も開始したものの、継続的かつ十分な支援金（予算）の確保が保育施

設の募集要項等に反映されなかった経緯があることから、この点に留意した対応を

行うことが必要と考える。  

（２）保育士奨学金返還支援  

一部の園では既に独自支援策として実施しているが、盛岡市では「保育士奨学金

返還支援補助事業」（市単独補助事業）として取り組んでいる。このことから、本

市においても同様の支援策が必要と考える。  

（３）若手保育士等処遇改善  

一部の園では既に独自支援策として実施しているが、盛岡市では「若手保育士等

処遇改善事業」（市単独補助事業）として取り組んでいる。本市の園での実施は少

なく、このことからも本補助事業による支援が必要と考える。  

（４）就活生を対象とした園見学バスツアー  

職場環境を実際に見る機会は、就活生にとって重要な要素であることが、学生か

らの聞き取りで判明した。また、募集する園側でもその重要性を認識している。こ

のことから、募集を行う園と就職活動を行う学生の双方にメリットがある園見学ツ

アーを市が支援して開催することが有効と考える。  

（５）園内事務のＩＣＴ化  

園の事務効率化のためのＩＣＴ化は、保育士の事務負担軽減に繋がるとともに、

本来の保育業務に専念できるため、就職活動をする学生の判断基準の一つの要素と

なっている。このことから、ＩＣＴ化を促進する支援の取組が必要であると考える。  

   

２ 小規模保育所施設の開設 

本市においては待機児童の多くが１歳児又は２歳児である。また、将来的には保育

児童が減少していくことが想定される。待機児童数ゼロを達成している盛岡市でも将

来の保育児童減少を想定し、出口戦略としても有効な小規模保育事業所を積極的に展

開していた。  

待機児童対策は急務であるが、本市においても将来の人口減少期を見据えた施策と

して小規模保育事業所による保育の受け皿確保を図る必要があると考える。  

 



 

滝沢市議会環境厚生常任委員会 

説明資料 

 

 

若者定住に向けた子育て環境（保育）について 

 

 

 

令和２年７月１０日 

健康福祉部 児童福祉課 

taki606
テキストボックス
資料１



（１）市内の保育施設の実態（認可外施設を含む）
R2.7.7現在

Ｎｏ. 対象施設名 施設の種別 運営団体 定員数 郵便番号 施設所在地 電話番号

1 ふうりん保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

45 020-0757
滝沢市大釜風林
59-17

686-2155

2 大釜保育園 認可保育所
学校法人　大釜
学園

140 020-0761
滝沢市大釜田の
尻42-1

687-3030

3 大沢保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

50 020-0703
滝沢市大沢堰合
32-2

687-2509

4 鵜飼保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

130 020-0664
滝沢市鵜飼笹森
1-2

687-1375

5 元村保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

120 020-0643 滝沢市外山86-17 684-2222

6 牧の林すずの音保育園 認可保育所
社会福祉法人
土淵朗親会

120 020-0632
滝 沢 市 牧 野 林
891-8

699-2230

7 南巣子保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

120 020-0611
滝沢市巣子1162-
38

688-7706

8 ハレルヤ保育園 認可保育所
社会福祉法人　プ
レイズザロード 75 020-0625

滝沢市葉の木沢
山373-1

688-6773

9 巣子保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

90 020-0625
滝沢市葉の木沢
山442-6

688-2270

10 川前保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

90 020-0611
滝沢市巣子152-
91

688-4145

11 一本木保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

45 020-0609 滝沢市柳原74-1 688-2662

12 柳沢保育園 認可保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

45 020-0612
滝沢市柳沢1370-
4

688-4335

13 りんごの森保育園 認可保育所
社会福祉法人
鶴山記念会

90 020-0651
滝沢市鵜飼細谷
地146-45

687-3000

14
りんごの森保育園分園
つぼみ園

認可保育所
（分園）

社会福祉法人
鶴山記念会

20 020-0665
滝 沢 市 下 鵜 飼
100-1

601-5776

15 ふじなでしここども園
幼保連携型認定
こども園

学校法人　撫子
学園

120 020-0668
滝沢市鵜飼狐洞
1-102

684-3404

16 なでしこ保育園
幼保連携型認定
こども園

社会福祉法人
撫子会

100 020-0634
滝 沢 市 室 小 路
251-2

699-3080

17 つばめ幼稚園
幼保連携型認定
こども園

学校法人　つば
め学園

106 020-0632
滝 沢 市 牧 野 林
1030-2

687-2544

18 姥屋敷保育所 へき地保育所
社会福祉法人
滝沢市保育協会

30 020-0685
滝沢市鵜飼安達
140

680-2622

19 託児所わら巣っこ 認可外保育施設
託児所わら巣っ
こ

13 020-0611
滝沢市巣子
1163-21

688-5415

20 ストロベリーハウス
認可外保育施設
（事業所内）

岩手ヤクルト販
売株式会社

29 020-0735
滝沢市篠木黒畑
142番地10

687-6888

21
あさひ幼稚園なかよし
ホーム

認可外保育施設
学校法人　川前
学園

5 020-0611 滝沢市巣子850 688-4333

22 栃内第二病院　託児所
認可外保育施設
（事業所内）

栃内第二病院
託児所

15 020-0778
滝沢市大釜吉水
98-1　栃内病院尞
マロニエ101号室

687-2759

1,598計

1
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（２）保育所入所待機児童の定義及び実態 

 

【待機児童とは】 

保育所への入所・利用資格があるにも関わらず、 保育所が不足していたり、定員が一杯の

ために入所出来ずに入所を待っている児童のこと。 

【実態】                                  単位 人 

 H27.4 H28.4 H29.4 H30.4 H31.4 R2.4 

待機児童 1 16 27 27 35 13 

令和２年度４月時点の待機児童数は、前年４月に比較し３５名から１３名と減少している。

理由としては、つばめ幼稚園の認定こども園化による定員の増が大きい。 

 

 

（３）隠れ待機児童の定義及び実態 

 

【隠れ待機児童とは】 

 ・求職活動休止      ・特定施設のみ希望 

 ・育児休暇中の入所保留  ・保育所以外の自治体補助サービス利用 

【実態】                                  単位 人 

 H27.4 H28.4 H29.4 H30.4 H31.4 R2.4 

入所保留数 43 87 99 94 114 101 

（隠れ待機児童） （42） （71） （72） （67） （79） （88） 

※入所保留数＝待機児童＋隠れ待機児童 

 

 

（４）保育の無償化による変化（入所希望者数） 

 

【無償化の影響について】 

・令和元年１０月から「幼児教育・保育の無償化」制度が開始になることを見据え、令和元年

１０月入所に向け新規申請者が増加し、継続申請者数（前月以前からの申請者）は１４９人

と前年１０月の１０９人と比較すると４０人の増となっている。 

・現在は、無償化により大幅に入所申請が増えた状況ではないが、今後、女性の就労ニーズ

の変化等により、保育園などの施設利用希望が増加していくと見込まれる。 

【実態】                                  単位 人 

年月 Ｈ30.10 

計 
 年月 R1.10 

計 クラス 0 1 2 3 4 5  クラス 0 1 2 3 4 5 

新規 26 2 6 5 0 2 41  新規 35 3 3 3 0 0 44 

継続 20 44 24 12 8 1 109  継続 34 46 44 13 5 7 149 

計 46 46 30 17 8 3 150  計 69 49 47 16 5 7 193 

 



【事業目的】

【委託費】

【対象保育士】

①　滝沢市内の保育施設に勤務し、滝沢市内に居住していること

②　契約者が保育士本人であること

④　常勤保育士であること

【令和元年度実績】

対象施設 対象者 実績額

2施設 3人 473,250円

【令和２年度決定者数】

対象施設 対象者

6施設 13人

【その他】

県内４か所においても同様の事業を実施している。（盛岡市、大槌町、釜石市）

市内の保育施設において、保育士は慢性的に不足しており、職員の配置基準に
は届いているものの充足しているとは言えない状況である。
これまでに、市では利用定員数を増員する等様々な待機児童対策を実施してき
ているが、保育士が充足していないことは児童受入数や保育の質にも影響が生
じることから、引き続き保育士確保関連事業の推進に努めたい。

見込み額

5,108,640円

補助率・・・国：１／２　・　市町村：１／４　・　保育所等の設置者：１／４

【財源】

保育対策総合支援事業費補助金（国補助金）

③　令和２年４月以降に採用された者であること
　　（平成３１年からの継続対象者を含む）

・　上限額　一人一月あたり  ４１，２５０円

（５）　保育士宿舎借り上げ支援事業について

　待機児童解消に関連する保育士の就業継続支援の一環として、宿舎を借り上
げるための費用の一部を支援し、保育士が働きやすい環境を整備することを目
的とする。

【概要】

　市内保育施設等を運営する事業者が借り上げた宿舎に雇用する保育士を入居
させた場合、その宿舎の借り上げに係る経費を支払うもの。令和元年度より事
業実施。

・　市内保育施設等を運営する事業者へ宿舎借り上げにかかる費用の３／４を
委託費として支払う。（１／４は事業者の負担）

3
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（６）滝沢市総合計画後期基本計画「若者定住」に向けた施策の取組 

（児童福祉課で取り組んでいる事業） 

 

児童福祉施設等産休等代替職員費補助事業 

○ 総合計画上の位置付け 

① 政策０２ 健やかで笑顔にあふれるまち 

② 基本施策０３ 子どもが安心して暮らせる環境づくり 

③ 施策０１ 子どもがすくすく育つ環境づくり 

【事業概要】 

  ・Ｒ０２当初予算額 ４，６９７千円（１０人の見込み） 

・保育所における保育士等が育児休暇や病気休暇を取得する場合、代替職員賃金の補助をす

ることで事業主の負担軽減を行います。 

・保育士等の職場環境改善と出産しやすい環境づくりにより少子化対策に寄与するものです。 

 

保育対策総合支援事業 

○ 総合計画上の位置付け 

① 政策０２ 健やかで笑顔にあふれるまち 

② 基本施策０３ 子どもが安心して暮らせる環境づくり 

③ 施策０１ 子どもがすくすく育つ環境づくり 

【事業概要】 

  ・Ｒ０２当初予算額 １１，４３９千円 

・保育の担い手となる保育人材の確保に必要な措置を総合的に講ずることで、待機児童の解

消を図るとともに、子どもを安心して育てることができる環境づくりを行います。 

Ｒ２年度実施事業は次の①～③のとおり。 

①宿舎借り上げ支援事業 ９，９００千円 

 →保育施設等の設置者に宿舎の借り上げを委託し、市内の保育施設に勤務する常勤が入居

している分について委託料を支払います。 

②子ども・子育て支援体制整備総合推進事業（子育て支援員研修事業） １８６千円 

 →保育事業に従事を希望する者に対し、子育て支援員研修を実施することで、家庭的保育

事業及び小規模保育事業等の地域型保育に従事する者を育成し、子育て支援の充実を図り

ます。 

③保育士確保・保育所等受入促進モデル事業 １，２６３千円 

 →年度当初から保育士を雇用し、あらかじめ加配する市立以外の保育所又は認定こども園

に人件費を補助する場合に要する経費に対して補助金を交付することで、年度途中に増加す

る保育需要に対応し待機児童の解消を図るとともに、子どもを安心して育てることができる

環境づくりを行います。 
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滝沢市議会視察資料  

令 和 ２ 年 1 1月 1 3日  

盛岡市子育てあんしん課  

保育所待機児童解消のための施策について 

 

１ 小規模保育施設の開設に関して 

 

（１）小規模保育施設立ち上げに係る市の支援の経緯や関わりについて 

   大別して次の３つのパターンがありますが，どの場合でも盛岡市子ども・子育て支援事業計

画に基づき，当該地域における新規開設の必要性を判断しています。 

  

ア 市主導の支援事業（遊休物件活用 平成30年度及び令和元年度のみ実施） 

   市が指定する遊休物件（民間事業者などが所有する空き物件）を活用し，小規模保育事業

Ａ型を整備・運営する事業者を公募型プロポーザルにより募集する事業です。平成30年度事

業では２園，令和元年度事業では３園に助成しました。 

時期 内 容（参考：令和元年度事業） 

令和元年４～８月 物件３件を選定（待機児童解消に効果的な地域か

ら選定） 

８月下旬～10月上旬 ３件それぞれについてプロポーザル募集 

10月上旬～12月上旬 書類審査及び審査会により保育業者選定 

10月下旬～12月下旬 【事業者】改修工事入札，工事事業者決定・契約 

令和元年11月～ 

令和２年３月中旬 

【事業者】改修工事 → 完成検査 

３月中 認可申請，入所者調整等の開所準備 

４月１日 開所（認可） 

５月下旬 補助金交付 
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イ 事業者主体の支援事業（補助金交付のみ） 

事業者からの小規模保育事業所の開設に補助金を活用したい旨の相談があり，適切と認め

られる事業者に対し，施設整備に要する経費を補助する事業です。平成30年度事業では１園，

令和元年度事業では１園に助成しました。 

時期 内 容（令和元年度事業） 

平成30年度 事業者からの開設相談時，補助金の利用相談あり 

盛岡市子ども・子育て支援事業計画や開設予定地域の待機児童

数等をもとに総合的に判断し，補助対象として適切かどうかを

課内で検討 

補助対象とする場合，市補助分の予算要求 → 予算内示 

県を通して，国に保育所等整備交付金の交付申請 → 国から補

助額内示 

【事業者】基本設計 

令和元年４月１日 国，市予算配当 

４月～６月 【事業者】整備工事入札，工事事業者決定・契約 

   ７月～12月 【事業者】工事→完成検査 

～令和２年３月 【事業者】認可申請，入所者調整等の開所準備 

令和２年４月１日 【事業者】開所，補助金申請交付 

 ※ 通常の保育所等開設における施設整備費補助金の交付と同じフローです。 

 

ウ 事業者独自に開設するもの（随時） 

   市の整備補助事業を活用せず，事業者自ら小規模保育事業所を開設するものです。開設予定

地域の待機児童数等を踏まえ，開設の適・不適を連絡し，認可に際して助言や指導を行います。 

① 事業者から市へ開設希望の相談 

② 市で希望地域の待機児童数や環境等を確認 

③ 適・不適を連絡 

④ 認可，開設 

 

（２）開設エリアの調整について 

開設相談時において，開設地域（場所）を含めた事業計画と地域の待機児童数や周辺環境等

を確認し，開設の適・不適を伝え，待機児童対策として適切であると判断した地域（場所）に

小規模保育事業所を開設する場合は，事業者に助成を行うこととしております。 

なお，不適であっても認可にあたっては，最終的に事業者から書類の提出があれば受理する

ものとなります。 
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（３）補助制度について 

ア 保育所等整備交付金（厚生労働省） 

    待機児童の解消を図ることを目的に，保育所及び小規模保育事業所の新設，大規模修繕，

増改築，そのほか，防音壁の整備，防犯対策の強化等に要する経費の一部に充てるために国

が交付する交付金です。補助対象は本体工事費のほか，生活排水循環装置や生ごみ処理装置

を設置した際の特殊付帯工事。そのほか，設計料や土地の賃借料がある場合に，補助額に加

算が上乗せされます。 

イ 保育対策総合支援事業費補助金（厚生労働省） 

    交付対象事業のうち，「保育所等改修費等支援事業」を用いて補助を行っています。こち

らは躯体の変更を伴わない内装改修などが対象になっています。補助対象は小規模保育事業

所の改修に要する工事請負費，原材料費，役務費，賃借料等です。 

 

保育所等整備交付金，保育対策総合支援事業費補助金ともに，国の待機児童解消に係る計画

である「子育て安心プラン実施計画」（令和２年度末までに待機児童数ゼロを目指すもの）の採

択の有無によって負担割合が異なっていました。なお，当市は実施計画を採択されていました。 

区 分 国 市 事業者 

採択されている場合 2/3 1/12 1/4 

採択されていない場合 1/2 1/4 1/4 

 

 

（４）開設に伴って発生する市のおおよその歳出額とその内訳 

ア 保育所等整備交付金の活用事例（１園分） 

区 分 国（①） 市（②） 補助額(①+②) 事業者 

補助額（実施計画採択） 51,688,000 6,461,000 58,149,000 19,383,000 

（負担割合） 2/3 1/12  1/4 

【参考】実施計画未採択 38,766,000 19,383,000 58,149,000 19,383,000 

（負担割合） 1/2 1/4  1/4 
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  イ 保育対策総合支援事業費補助金の活用事例（遊休物件活用：１園分） 

    遊休物件活用整備については，保育対策総合支援事業費補助金（「保育所等改修費等支援

事業」基準額22,000千円，負担割合：国２/３・市１/12・事業者１/４）を活用して整備に

係る賃借料及び改修工事費について補助を実施しておりますが，市で上乗せ補助を実施し，

賃借料については負担割合を国２/３・市１/３・事業者０としたほか，独自に開設準備金に

対する補助を設定し，市３/４，事業者１/４の負担割合で実施しました。 

区 分 費 目 国（①） 市（②） 補助額(①+②) 事業者 

補助額 整備費 14,066,000 1,759,000 15,825,000 5,275,000 

（負担割合） 2/3 1/12 ― 1/4 

家賃 600,000 300,000 900,000 0 

（負担割合） 2/3 1/3 ― ― 

開設準備金 0 2,250,000 2,250,000 750,000 

（負担割合） ― 3/4 ― 1/4 

計 14,666,000 4,309,000 18,975,000 6,025,000 

【参考】 

独自補助無し 

整備費 14,066,000 1,759,000 15,825,000 5,275,000 

（負担割合） 2/3 1/12 ― 1/4 

家賃 600,000 75,000 675,000 225,000 

（負担割合） 2/3 1/12 ― 1/4 

開設準備金 0 0 0 3,000,000 

（負担割合） ― ― ― ― 

計 14,666,000 1,834,000 16,500,000 8,500,000 

【参考】 

独自補助無し

（子育て安心

プラン実施計

画の採択の無

い場合） 

整備費 10,550,000 5,275,000 15,825,000 5,275,000 

（負担割合） 1/2 1/4 ― 1/4 

家賃 450,000 225,000 675,000 225,000 

（負担割合） 1/2 1/4 ― 1/4 

開設準備金 0 0 0 3,000,000 

（負担割合） ― ― ― ― 

計 11,000,000 5,500,000 16,500,000 8,500,000 

   

  ウ 事業者独自に開設するもの 

開設に係る支出は特になし 

 

（５）入所児童が３歳到達時に転園する連携施設の設定状況及び調整方法について 

   現在，市内の全小規模保育事業所で３歳到達時転園の連携施設を設定済みであり，調整につ

いてもこれまで各施設に任せてきたところですが，実際に補助対象施設で連携施設が見つから

ない事態が発生した場合，市から他施設への声掛け等を行うことも考えられます。 
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（６）課題等 

   小規模保育事業所は，認可保育所等と比べて少ない資金で開設可能な施設です。経営基盤の

大きくない事業者でも比較的参入が容易であり，これまで，当市でも待機児童解消に効果を発

揮してきたところですが，盛岡市では待機児童数は減少傾向にあることから，小規模保育事業

所に限らず，今後の開設補助事業については慎重に行っていく必要があると考えています。 

 

 

２ 保育士の確保支援の施策に関して 

（１）宿舎借り上げ支援事業（国庫補助活用事業） 

県又は市町村以外の運営する認可保育所，認定こども園，地域型保育事業所，企業主導型

保育事業所に対し，保育所等の事業者が保育士用のアパート等を借り上げる費用の一部を補

助するもの。月額55,000円を基準額の上限とし，４分の３以内の額を補助する。 

年度 対象数 保育所 認こ園 小規模 企業主導型 交付契約額 

30 57名 10施設26名 10施設28名 1施設２名 １施設１名 8,511,870円 

１ 110名 16施設46名 12施設53名 ７施設10名 １施設１名 41,296,150円 

 

（２）奨学金返還支援補助事業（市単独補助事業） 

保育士の資格を取得する前に奨学金を受給し現在返還を行っている保育士のうち，特に経 

済的負担が大きいと見込まれる若手保育士を対象に返還費用の一部を補助。補助金額は返還

月額の1/2。ただし１月あたり7,000円を補助の上限とする。 

年度 対象数 保育所 認こ園 小規模 企業主導型 交付契約額 

29 98名 76名 17名 5名 - 

 

5,514,202円 

30 115名 72名 27名 11名 5名 6,264,278円 

１ 131名 72名 37名 19名 3名 7,003,167円 

 

（３）若手保育士等処遇改善事業（市単独補助事業） 

採用から間もない保育士を中心に経済的負担を軽減するため，処遇改善加算の対象ではな 

い経験年数３年未満の保育士を対象に処遇改善を行う法人に対し，月額費用5,000円以内の3/4

を補助。 

年度 対象数 保育所 認こ園 小規模 企業主導型 交付契約額 

１ 119名 21施設79名 13施設37名 ３施設３名 - 5,205,304円 
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